
 

（様式第 11 号）（第 14条関係） 

平成 30 年度 「みんなの力でつくるまち」活動支援事業評価報告書 

 

 

 

 

                          

                          

                          

                          

                          

                               

                          

                               

                         

                         

 

 

                               【目標・ねらい】 

  

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 冊子「遠近の里借宿物語 文化財と伝説・昔語り」の作成 

団体名 借宿昔語りの会  

総事業費 １５０,０００円（うち補助金：７５,０００円） 

●借宿は軽井沢町において歴史あ

る文化が薫る地域。 

借宿に今あるものを大切に伝

承・発信する。                

【冊子『借宿の文化財と伝説・昔語り』】 

自己評価（目標達成率）【Ａ】 

借宿昔語りの会 10 周年記念事業として、                        

冊子「借宿の文化財と伝説・昔語り」を作成した。   

(幹事会より 5名が選出され、編集委員を務めた。)                          

 過去 10年間の講座や現地学習から得た知識・                       

資料の活用、先生方の指導のもと、借宿の文化財と

伝説・昔語りを組み合わせる事ができた。                       

                       

                         

                         

                            

◯31年度の現地学習に活用する。会による既存の「借宿ミニガイド」とのタイアップ化等を、                                          

前向きに検討したい。（町補助事業活用も含む。）                                            

◯希望する区民には、本冊子を呈したい。                                           

◯町事業（観光経済課、教育委員会）のエコツーリズム推進や文化財の案内版設置、現地案内、                                           

ガイド等に協力したい。                                            

◯大日堂の保全に寄与したい。                                            

事 業 内 容 

今後の取り組み 

事 業 効 果 

◯文化の掘り起こし、特に埋もれた文化財や口伝の

昔語りが発掘できた。                        

◯古老をはじめ、多くの区民と接触し、理解が得ら

れた。                      

◯新年度より、２年計画の公民館分館との共催事業

「文化財巡り」の資料として活用する。                         

◯冊子化した事により、長く伝承される。                          

                                           

                                           

                                                

                                           

                          

                          


